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は じ め に 


30% Club Japan イン ベス ター・ グ ルー プ は 2019 年 5 月 1 日 に 正式 に 活動 を 開 
始 し た 30% Club Japan に お ける ワー キン ググ ルー プ の 一 つ で 、 機 関 投 資 家 か ら 
な る グル ー プ で す 。 現在 加盟 企業 は 27 社 (2021 年 9 月 末 現 在 ) まで 増え 、 大 き な 影 
響 力 を 持つ 組織 と 成長 し まし た 。 

イン ベス ター・ グ ルー プ に 参加 する 機関 投資 家 各 社 は 、 持 続 的 な 企業 価値 撤 

大 に は 取締 役 会 や リー ダシ ッ プ の 構成 が 重要 で あり 、 多 様 な 見 解 や 視点 を 持 
つ グ ルー プ は より 優れ た 決断 を 下す こと が で きる と 考え て いま す 。 ジ ェ ン ダー、 
国籍 、 年 齢 お よび 様々 な バッ ク グ ラウ ンド か ら な る 多様 性 が 重視 され て いま す 。 
その 中 で も 、 日 本 企業 に お いて は まず ジェ ンダ ー に 着目 し 実践 する こと が 重要 
で あり 、 そ の 結果 他 の 観点 に お ける ダイ バー シテ ィ 向 上 も 推進 され 、 

持続 的 な 企業 価値 拡大 の 可能 性 を 高め る こと が で きる と 期待 し て いま す 。 

本 レポ ー ト で は イン ベス ター・ グ ルー プ の 活動 の 中 の ベス ト プ ラ クティ ス サ 
ブ グ ルー プ に よる 「 エ ン ゲ ー ジ メン ト の ベス ト プ ラ クティ ス 収 集 と 共有 」 の 取 
り 組 み を 中 心 に 、 活 動 内 容 を 共有 し て いま す 。 加 えて 、 近 年 の 日 本 に お ける コ 
叶 レ ー ド パナ ンス 帳 E し お し た 歩み 。、 ジ シェ シン ター クイ パーン ティ し 関す 
る 機関 投資 家 の 目 線 、 そ れ ぞ れ に お ける 有識者 の 方 々 ん の コメ ント も 掲載 し て い 
ます 。 ソ ー ト リー ダー シッ プ サ ブ グル ー プ に よる 女性 取締 役 に 対 する イン タビ 
ュー は 昨年 より さら に 充実 し まし た 。 取締役 会 お よび コー ポレ ー ト ガバ ナン ス 
と ダイ バー シテ ィ の 関連 性 、 女 性 社員 の 育成 法 や 企業 の 成長 戦略 に 対す る 指摘 、 
そし て ご 自身 の キャ リア ヒス トリ ー 等 と て も 示唆 に 富ん だ ある 内 容 と な っ て い 
ます 。 ソ ー ト リー ダー シッ プ に 関す る 活動 に よっ て 企業 ・ 投 資 家 双 方 に と っ て 
気付 き を 促し 、 相互 理解 を 促進 する よう な 機会 が 増す こと に 期待 し て いま す 。 上 
場 企業 の 皆様 、 機 関 投 資 家 の 皆様 に は 本 レポ ー ト を 御覧 いた だ き 、 日 々 の エン 
ゲー ジメント 活動 に 役立て て いた だ ける と 幸甚 で す 。 
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50% Club Japan に つい て 


30% Club の 創設 か ら こ れ ま で 

30% Club は 2010 年 に 英国 で 創設 され た 企業 の 持続 的 成長 を 実現 する た め に 、 
取締 役 会 な ど 、 企 業 の 重要 意思 決定 機関 に 占め る 女性 割合 の 向上 を 目的 と し た 
世界 的 な キャ ン ペ ー ン で す 。30% Club の 趣旨 に 替 同 し た 企業 の トッ プ (社長 、 会 
長 、 ボ ー ド 議長 ) の み が メ ン バ ー に な る こと が 可能 で す 。 現在 18 の 国 と 地域 で 展 
開 さ れ て お り 、 そ の 数 は 年 々 増え 続け て いま す 。 

30% Club の 名 称 は 、 意思 決定 に 影響 を 及ぼ す た め に 必要 な 最低 限 の 人 数 、「 ク 
リティ カル マス 」 が 309% で ある こと に 由来 し ます 。 


30% Club の 特徴 

30% Club は 展開 国 で 女性 役員 割合 の 向上 に 大 きく 真 献 し て いま す が 、 そ の 成 
功 要 因 は 「 統 合 的 アプ ロー チ 」 に あり ます 。 ジ ェ ン ダー 平等 の 実現 に お いて 重 
要 と な る 様々 な セク ター が 共通 の 目標 を 掲げ 、 相 互 に 補強 し 合い な が ら 活 動 す 
る 統合 的 アプ ロー チ を 取る こと で 、 よ り 効 果 的 、 効 率 的 に ジェ ンダ ー 平 等 を 実 
現し ます 。30% Club で は 企業 に 加え 、 金 融 機関 (特に 機関 投資 家 )、 メ ディ ア 、 大 
学 、 政 府 、 プ ロフ ェ ッ ショ ナル サー ビス ファ ー ム (コン サル ティ ング ファ ー ム 、 直 護 
士 事 務 所 、 等 ) や Executive Search Firm と 共に 活動 を 推進 し て いま す 。 


30% Club Japan の 創設 

日 本 に お いて は 、 デ ロイ ト トー マツ コン サル ティ ング 合同 会 社 (当時 ) OR 
松 美知子 氏 が 日 本 支部 を 創設 し 、309% Club Japan と し て 2019 年 5 月 1 日 に 正式 
に 活動 を 開始 し まし た 。 同 年 7 月 に 魚谷 雅彦 氏 (株 式 会 社 資生堂 代表 取締 役 社長 
兼 CEO) が 初代 チェ ア に 就任 し まし た 。 設 立 当 社 30 名 だ っ た メン バー 数 は 2021 
年 9 月 時 点 で 73 名 に まで 増え て いま す 。 
※ メ ン バ ー 一 覧 は 30% Club Japan ウェ ブサ イト を ご 参照 くだ さい 。 


30% Club Japan の ゴー ル と 現在 の 達成 状況 
© TOPIX 上 位 100 社 に お ける 女性 役員 比率 を 2030 年 まで に う ひ 6 


※ 役 員 は 取締 役 と 監査 人 役 と 定義 し て いま す 。 


e 2021 年 6 月 末 時 点 の TOPIX100 の 女性 役員 比率 は 14.8% 


参考 :TOPIX100 の 女性 取締 役 比率 は 14.2% 


2021 年 6 月 末 時 点 の TOPIX400 の 女性 役員 比率 は 1.896 
参考 :TOPIX400 の 女性 取締 役 比率 は 11.7% 


(注記 IR ジ ャ パン 、 有価 証券 報告 書 等 を も と に イン ベス ター・ グ ルー プ が 算定 ) 


また TOPI100 の 女性 役員 0 名 の 企業 SEL と な っ て いま す 。 
参考 : 女性 取締 役 0 名 の 企業 は 7 社 





30% Club Japan に つい て 








三瓶 裕 喜 さ ん 


ダイ バー シテ ィ を 巡る 2021 年 の 動き 


コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド の 改訂 

2021 年 6 月 に 改訂 され た コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド で は 、「 中 核 人 材 に 
お ける 多様 性 の 確保 (女性 ・ 外 国人 ・ 中 途 採用 者 の 登用 等 ) に つい て の 考え 方 と 自主 
的 か つ 測 定 可能 な 目標 の 設定 ・ 開 示 」、「 多様 性 の 確保 に 向け た 人 材 育 成 方 針 ・ 
社内 環境 整備 方 針 と その 実施 状況 の 開示 」、 が 求め られ る こと に な り ま し た 。 & 
様 性 は 様々 な 概念 を 含み 、 ジ ェ ン ダー・ 国 籍 ・ 年 齢 等 の 属性 に お いて 諸 外 国 と 
比較 し て 日 本 で の 遅れ が 目立ち ます が 、 そ の 中 で も ジェ ンダ ー の 多様 性 に 30% 
Club Japan イン ベス ター・ グ ルー プ は 注目 し て いま す 。 今回 の コー ド 改 訂 が 日 
本 企業 に お ける 多様 性 確保 の 更 な る 進展 に つなが る こと を 期待 し て いま す 。 

ポス トコ ロナ 時 代 の 新しい 事業 環境 に 対応 する うえ で 、「 イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 出 
力 」、「 事 業 環 境 変化 へ の 対応 力 」、「 人 材 獲 得 の 競争 力 」 を 引き 上 げ る こと か 必 
要 と 考え て お り 、 そ の た め に は 多様 性 確保 が 企業 経営 に 必須 で ある と 認識 し て 
いま す 。 

機関 投資 家 の 立 場 か ら 投 資 先 企業 に 期待 する こと は 、 女 性 役員 (取締 役 お よび 
監査 役 ) の 比率 を 増やす こと は も ちろ ん で す が 、 社 内 の 人 材 プ ー ル に お いて も 女 
性 比率 を 高め る 努力 を し て いた だ きた いと いう こと で す 。 そ の た め に は 働く 環 
境 の 整備 な ど 多 く の 取 組み が 必要 と な り ま す 。 中 で も 、 多 様 性 が 必要 な 理由 や 
その 目標 を 経営 層 が 社内 外 に 発信 し 、 そ の 重要 性 を 従業 員 に 腹 落 ちさ せ て 浸 遂 
させ る こと が 大 事 に な っ て きま す 。 多様 性 の 推進 は 効果 が 見 える の に 時 間 が か 
か る こと が 多く 、 そ の 重要 性 を 社内 に 浸透 させ る こと が 企業 に よっ て は 難し い 
と 考え て いま す 。D 呈 委員 会 な ど を 活用 し た 経営 層 の 継続 し た 働き か け に 期待 
LTO To 

また 、 採 用 等 に よる 人 材 の 多様 性 確保 と 同時 に 、 管 理 職 な ど 受 入れ 側 の 意識 
(イン クル ー ジ ョ ン ) も 非常 に 大 事 に な っ て くる と 考え て いま す 。 ア ンコ ン シ ャ ス ・ 
バイ アス (無意識 の 偏見 ) が イン クル ー ジ ョ ン の 障害 に な る こと が 多く 、 社 内 研 
修 等 で 管理 職 の 意識 を 変化 させ て いく な どの 取組 み を 行う こと に も 期待 し て い 
に 


スチ ュ ワ ー ド シッ プ ・ コ ー ド 及び 
コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド の フォ ロー アッ プ 会 議 メン バー 
アス トナ リン グ ・ ア ドバイ ザー 合同 会 社 代表 三瓶 裕 喜 さん 

今般 の コー ポレ ー ト ガバ ナン ス ・ コ ー ド 改訂 で 一 貫 す る キー ワー ド は 「 変 化 」 で す 。 企業 が 、 変 
化 を 先取 り し 新た な 存在 意義 を 見 出し て いく こと 、 す な わ ち 、 様 々 な 価値 観 に 対す る 受容 性 を 高 
め 、 異 な る 視点 ・ 発 想 を 取り 込む こと (Dal) の 重要 性 が 調 わ れ て いま す 。 前 回 2018 年 改訂 で は 、 
取締 役 会 が 多様 性 を 備え る 必要 性 が 強調 され まし た が 、 今 回 の 改訂 で は 、 執 行 の 現場 が 新しい 視 
点 や 発想 を 持っ て 課題 解決 に 臨む 必要 性 へ と 深化 し て いま す 。D&I は 、「 個 の 重視 」 と 「 一 人 一 人 
の 自主 性 」 で 成立 する と 思い ます 。D&l を 浸透 ・ 定 着 さ せる 仕組 み づ く り と 意識 改革 を 30% Club 
Japan の 活動 を 通じ て 促進 し て いた だ きた いと 思い ます 。 








ダイ バー シテ ィ を 巡る 2021 年 の 動き 





内 閣府 の ジェ ンダ ー 投 資 に つい て の リサ ー チ 

内 閣府 男女 共同 参画 局 か ら 2021 年 3 月 に 「 ジ ェ ン ダー 投資 に 関す る 調査 研究 
報告 書 」 が 発行 され まし た 。 国 内 外 に お ける ジェ ンダ ー 投 資 に 関す る 事例 収集 
を 行い 、 そ の 分 析 を 通じ て ジェ ンダ ー 投 資 を 推進 する こと を 目的 に 調査 研究 が 
行わ れ 、 資 本 市 場 関係 者 が 重視 する 取組 内 容 や 情報 等 に つい て ヒア リン グ が 人 行 
われ 、 イ ン ベ ス ター・ グ ルー プ か ら も 複数 の メン バー が 参加 し まし た 。 女性 役 
員 比 率 を 筆頭 に トッ プ の コミ ッ ト メ ント や 経営 戦略 、 な ど が 機関 投資 家 が 重視 
する 項目 と し て 挙げ られ 、 ま た 定量 的 な 情報 開示 の 拡大 や 将来 目標 の 提示 が 今 
後期 等 し た い 点 と され て いま す 。 報告 書 で は 30% Club Japan の 取組 に つい て 
も 取り 上 げ ら れ ま し た 。 ダイバー シテ ィ と いう 課題 に 関し て は 海外 の 目線 を 意 
識 す る こと の 重要 性 、 ま た 30% Club Japan が 志向 する 統合 的 アプ ロー チ に よ 
っ て ダイ バー シテ ィ に これ まで あま り 前 向き で は な か っ た 企業 ・ 資 本 市 場 関係 
者 を も 幅広 く 巻 き 込む こと の 重要 性 が 指摘 され て いま す 。 


人 @ ジ ェ ン ダー 投資 に 関す る 調査 研究 
貴 https://www.gender.go.jp/policy/mieruka/company/pdf/ 
r2gender_lens_investing_research_O2.pdf 


ジェ ンダ ー 投 資 に 関す る 調査 研究 企画 委員 
日 本 投資 顧問 業 協会 ESG 室 長 徳田 展 子 さ ん 

機関 投資 家 の ジ ェ ン ダー 投資 に 対す る 関心 は 、 こ こ 数 年 で 明らか に 高まっ て いま す 。 機関 投資 
家 が 、 投 資 や 業務 に お いて 活用 する 女性 活躍 情報 は 、「 女 性 役員 比率 」 が 最も 多く 、 今 回 の 調査 で 
は 、 約 8 割 の 投資 家 が 活用 し て いる と 回 倫 し まし た 。 機関 投資 家 が 、 投 資 判 断 を 行う 上 で 取締 役 
会 の メン バー 構成 や 女性 活躍 推進 に 関す る 取組 み 等 の 情報 を 求め る の は 、 そ れ ら が 企業 の 中 長期 
的 な 価値 向上 と 関連 が ある と 考え て いる か ら で す 。 今後 、 企 業 と 機関 投資 家 と の エン ゲー ジ メ ン 
ト に お いて は 、 こ れ ま で 以上 に ジェ ンダ ー に 関す る 話題 が 増え て くる で し ょ う 。 企業 が ジェ ンダ 
ー・ ダ イ バ ー シ ティ に 取組 む 意 義 を 相互 に 深く 理解 する こと で 、 取 組み の 効果 も 一 層 高 まる の で 
は な いで し じ ま う が 








徳田 展 子 さん 
内 閣府 男女 共同 参画 局 重点 方 針 2021 
2021 年 6 月 女性 活躍 ・ 男 女 共同 参画 の 重点 方 針 2021 が 公表 され まし た 。「 第 5 
次 男女 共同 参画 基本 計画 」 に お ける 成果 目標 の 達成 や 施策 の 実施 に 向け 重点 的 
に 取り 組む べき 事項 を 方 針 と し て 定め て いま す 。 重点 方 針 に お いて は 女性 の 登 
用 目標 に 向け た 各種 取組 も 設定 され て いま す 。 
食 廊 性 活躍 ・ 男 女 共 同 参画 の 重点 方 針 2021 
IE https://www.gender.go.jp/policy/sokushin/pdf/sokushin/ 
jyuten2021_honbun.pdf 
5 ダイ バー シテ ィ を 巡る 2021 年 の 動き 
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イン ベス ター・ グ ルー プ の 活動 及び ゴー ル 

イン ベス ター・ グ ルー プ は 機関 投資 家 か ら 成 る ワー キン ググ ルー プ で す 。 イ 
ン ベ ス ター・ グ ルー プ は 企業 の ジェ ンダ ー・ ダ イ パ ー シ ティ の 促進 を 通し て 、 投 
資 先 企業 の 中 長期 的 企業 価値 を 高め 、 株 主 利益 の 最大 化 を 図る こと を 目的 と し 
て いま す 。 

イン ベス ター・ グ ルー プ に 参加 する 機関 投資 家 は 、 ダ イ バ ー シ ティ の 向上 が 
持続 的 な 企業 価値 拡大 に 寄与 する と の 考え に 基づき 、 ス チュ ワー ド シ ッ プ 活 動 
を 推進 し ます 。 

参加 メン バー は Statement of Intent に 同意 し て お り 、 和 守秘 義務 及び 独占 禁止 
法 に 関連 する 事柄 も 含め 、 そ の 単独 の 判断 に お いて 、 自 ら の 社内 ポリ シー 及び 
手続 き に 従い 行動 する も の と し て し ます 。 


イン ベス ター・ グ ルー プ の エン ゲー ジメント 原則 
機関 投資 家 の 役 割 

イン ベス トメ ント ・ チ ェ ー ン に お いて 、 投 資 先 企業 と 機関 投資 家 は 持続 的 な 
企業 価値 拡大 と 長期 的 な 投資 パフ ォ ー マ ンス の 獲得 と いう 目標 を 共有 する 、 Win- 
Wi の 関係 に あり ます 。 そう し た 関係 性 お よび 互い の 信頼 関 作 の も と 、 建 設 的 


な 対話 (エン ゲー ジメント ) を 行い 、 ジェ ンダ ー・ ダ イ バ パー シテ ィ の 向上 を 通じ て 、 


持続 的 な 企業 価値 拡大 を 実現 する た め の 様 々 な 方 策 に つい て 議論 を 行う こと が 
機関 投資 家 の 重 要 な 役割 の 一 つ で ある と 考え て いま す 。 


エン ゲー ジメント に 関す る 原則 
イン ベス ター・ グ ルー プ の エン ゲー ジメント に 関す る 基本 的 な 考え を 表し た 
原則 は 以下 の 通り で す 。 全 文 は こち ら 


ゃ イン ベス ター・ グ ルー プ は 30% の 女性 が クリ ティ カル マス と し て 取締 役 会 、 経 営 執行 に 参加 し 、 意 
思 決定 に 影響 を 及ぼ し 、 持 続 的 な 企業 価値 拡大 に つなが る こと を 目標 と する 。 し か し 日 本 で は ビジ 
ネス レベ ル の 経験 を 持つ 有 能 な 人 材 が 大 きく 不足 し て お り 、 企 業 や 業種 ご と に 置か れ た 環境 が 異な 
る こと も 認識 し て いる 。 し た が っ て まず は 各 企 業 が 取締 役 会 に お ける 多様 な 組織 の 利点 を 認識 し 、 経 
営 ト ッ プ レベ ル で 多様 性 の 適切 な レベ ル を プラ グマ ティ ッ ク に 検討 する こと が 重要 で ある 。 

© 多様 性 へ の 取り 組み が み ら れ な い 企 業 に 対し て は 、 エ ン ゲ ー ジ メン ト 等 の 機会 を 通じ て 各 投 資 家 の 
ガイ ドラ イン や 方 針 に 沿っ た 方 法 で 議論 を 行う こと が ある 。 

e イン ベス ター・ グ ルー プ の 投資 家 各 社 は 、 エ ン ゲ ー ジ メン ト を 通し て 企業 の 課題 を 共有 し 、 解 決 策 
に つい て 議論 し て いく 中 で 、 ジ ェ ン ダー ダイ バー シテ ィ の 重要 性 を 伝え て いく 。 

ゃ イン ベス ター・ グ ルー プ は 法律 で 許さ れる 範囲 内 で 、 企 業 の 適切 な レベ ル の 多様 性 に 関す る アイ デ 
ア 、 エ ン ゲ ー ジ メン ト 成 果 や ノウ ハウ の 共有 、 議 論 を 行い 、 各 社 の エン ゲー ジメント を より 高度 な 
も の に し て いく 努力 を 行う 。 公 的 な 機関 は 、 法 令 の 制約 の 範囲 内 で ベス ト エ フォ ー ト で 取り 組む こ 
Cio Os 
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金野 志保 先生 





日 本 弁護 士 連 合 会 ・ 日 本 公認 会 計 士 協会 と の 意見 交換 会 

企業 の ガバ ナン ス 強 化 お よび ジェ ンダ ー・ ダ イ バ ー シ ティ に 対す る 取り 組み 
へ の 理解 を より 深め る た め 、 女 性 社外 役員 の 方 々 と の 意見 交換 会 を 行っ て いま 
す 。 イ ン ベ ス ター・ グ ルー プ は 女性 社外 役員 の 方 々 の 活動 の 実態 、 直 面 さ れ て 
いる 課題 に 対す る 理解 を 深め る と 同時 に 、 社 外 役 員 の 方 々 に は 機関 投資 家 の 立 
場 か ら 日 本 企業 の ガバ ナン ス の 望む 点 を 伝え て いま す 。 


日 本 弁護 士 連合 会 
2021 年 3 月 23 日 対面 と オン ライ ン 同 時 で 開催 

日 本 弁護 士 連 合 会 で は 女性 社外 役員 の 登用 を 考え て いる 企業 の 方 に 対し 、 社 外 取 締 役 及び 社外 
監査 役 の 候補 者 と な る こと を 希望 する 女性 弁護 士 会 員 及 び 女 性 外国 特別 会 員 の 名 和 薄 を 弁護 士 会 が 
作成 し 、 提 供し て いま す 。 ベ スト プラ クティ ス ・ サ ブ グ ルー プ は 日 本 弁護 士 連合 会 男女 共同 参画 
推進 本 部 ・ 女 性 社外 役員 プロ ジェ クト チー ム の 皆様 と 意見 交換 会 を 開催 し 、 下 記 の 点 に つい て 議 
論 を 行い まし た 。 
s 弁護 士 と し て 企業 の ガバ ナン ス 強 化 に 頁 献 で きる ポイ ント 
* 取締 役 会 の 多様 性 に よる 監督 機能 の 強化 へ の 期待 
* 指名 ・ 報 酬 各 委員 会 、 取締 役 会 議長 の 役割 
* 取締 役 会 事務 局 が 果たす 役割 の 重要 性 


日 本 弁護 士 連 合 会 男女 共同 参画 推進 本 部 ・ 女 性 社外 役員 プロ ジェ クト チー ム 座 長 
金野 志保 は ば た き 法 律 事務 所 代表 弁護 士 金野 志保 先生 

この 度 は 機関 投資 家 の 皆 様 の 生 の 声 を 伺う 機会 を 頂き 大 変 勉強 に な り ま し た 。 投資 家 の 皆様 は 
外部 か ら 、 私 ども は 社外 役員 で ある ボー ド メ ン バー と し て 中 か ら 企 業 に 働き か け 、 相 互 に 見 えな 
い 協 力 関係 を 築き つつ 、 中 長期 的 な 企業 価値 向上 の た め に 尽力 し て いる 、 そ うい っ た 実感 を 持ち 
まし だ 。 


日 本 公認 会 計 士 協会 
2021 年 4 月 8 日 対面 と オン ライ ン 同 時 で 開催 

公認 会 計 士 た る 役員 支援 委員 会 に 所 属す る 女性 役員 を 務め る 皆様 と 意見 交換 会 を 開催 し まし た 。 
日 本 公認 会 計 士 協会 の 皆様 と は 2020 年 11 月 に 引き 続き 二 回 目 の 意 見 交換 会 の 実施 と な り ま し た 。 
下記 の よう な 意見 が 双方 か ら 活 発 に 出 ま し た 。 企 業 価値 拡大 を 実現 する よう な ガバ ナン ス お よび 
ダイ バー シテ ィ 向 上 の た め の 施 策 に つい て 下記 の 論点 か ら 議 論 を 行い まし た 。 
o 監督 機能 の 強化 お よび 社外 役員 に 求め られ る 役割 
* 指名 ・ 報 酬 各 委 員 会 の 役割 と 重要 性 
* 社外 役員 の 活動 に 対す る サポ ー ト 体制 構築 の 必要 性 
* ガバ ナン ス 強 化 に 対す る 株 式 市 場 の 声 ・ 評 価 
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イン ベス ター・ グ ルー プ 一 A 社 は TOPIX100 に 採用 され る 小売 業 大 手 企業 で ある 。 従前 より 、 多 様 性 の ある 
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成果 と 今後 一 


人 材 を 育成 する た め の 環 境 づ くり を 推進 し て お り 、 ダイ バー シテ ィ 促進 に 向け 
た 専門 委員 会 の 設置 や 、 ワ ー ク ライ フ バ ラン ス 向 上 の た め の 取 り 組 みな ど 着 実 
に 進展 し て いる と 評価 し て いた 。 ま た 、 情 報 開示 に も 積極 的 で 、 女 性 管理 職 比 
率 、 採 用 比率 等 を ヒス トリ カル で 開示 し て いる こと は 投資 家 に と っ て 有益 だ と 
考え て いた 。 こ の 結果 、 社 内 の 女性 リー ダー 層 の 育成 は 比較 的 進ん で いた も の 
の 、 | 作 の 取締 役 ほ 選任 きれ ICQ いな い 状 態 だ っ だ た イン ベス タニ クル ニア X 
社 で は 社外 取締 役 の 入替 を 進め て いる 中 で 、 取 締 役 会 の 多様 性 や バラ ンス に 配 
慮 し て きた 結末 と 理解 する も の の 、 商 品 特性 や 顧客 層 か ら 勘 案 し て 、 ま た 、 取 
締 役 会 の 活性 化 や 多様 性 ある 議論 に も つなが る の で は な いか と 考え 、 女 性 取締 
役 の 選任 に 向け た 取り 組み に つい て 、A 社 と 対話 を 行っ た 。 


イン ベス ター・ グ ルー プ X 社 に お いて は A 社 と は 継続 的 に 対話 を 行っ て きた が 、 
経営 層 と の 対話 を 通じ て 、 取 締 役 会 の 多様 性 に つい て の 問題 意識 を 共有 する こ 
と が で きた 。 過去 は 、 ま ず は 取締 役 会 に 企業 経営 経験 者 の 視点 を 加え る こと に 
注力 し て きた が 、 経 験 の 異な る 社外 の 経営 経験 者 が 複数 名 選任 され た 今 、 女 性 、 
また は より 若い 年 齢 層 の 取締 役 の 選任 も 検討 中 で ある と の 説明 を 受け 、 会 社 側 
も 取締 役 会 の 実効 性 向上 の 観点 か ら も 、 ダ イ バ ー シ ティ の 向上 が 必要 と 評価 し 
て いる こと が わか っ た 。 ま た 、 社 内 の 女性 リー ダー の 育成 が さら な る 事業 成長 
に 必要 と 認識 し て いる こと も 確認 で きた 。 役員 候補 を 決め る 過程 で 、 女 性 候補 
等 、 取 締 役 会 の 構成 に つい て どの よう な 議論 が な され て いる の か に つい て 説明 
を 求め た と ころ 、 指 名 報酬 委員 会 に お いて も 、 女 性 役員 の 登用 が 喫 忠 の 課題 で 
DOE Bie (ew oe Oma EJ a NABOJE UST 
SO U iHx & BAR O BIE ASEAERO REE CHOC OE SE CUAŁNE 
ZEDO 


2021 年 6 月 総会 に お いて 、2 名 の 女性 取締 役 選 任 が 実現 し た 。 とりわけ 、A 社 が 
重視 する DX へ の 知見 が あり 、 ス キル セッ ト の 多様 性 向上 に 寄与 する 社外 取締 
役 1 名 、6 年 以上 前 か ら 執 行 役員 と し て ダイ バー シテ ィ を 推進 し て きた 執行 を 兼 
ね る 社内 出身 の 取締 役 1 名 と 、 バ ラン ス の と れ た 選任 が 実現 し た こと は 高く 評 
価 で きる と 考え る 。 女性 取締 役 の 選任 に 伴い 、 次 世代 リー ダー の 育成 に お いて 、 
社内 の モチ ベー ショ ン 向 上 に つなが る よう な 取り 組み が 期待 され る 。 今後 は 、 女 
性 取締 役 登用 に よる 取締 役 会 の 活性 化 の 状況 や 、 会 社 全体 に お ける 女性 活躍 推 
進 へ の 真 献 に つい て 、 対 話 に より 確認 し て いき た い 。 
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成果 と 今後 一 


ー カ ー で ある 。 多く の 川 上 素材 企業 と 同様 に 従業 員 比 率 ・ 管 理 職 比 率 な ど 女 性 
活躍 に 関わ る 指標 は 決し て 高く な い 。 鉱山 か ら 化 石原 料 を 採掘 し 、 廃 棄 物 ・ 副 
産物 も 原 燃料 と し て 使用 し て 、 イ ン フ ラ 向 け 素 材 を 24 時 間 稼 働 で 生産 する 工場 
が 主要 な 経営 資本 で ある こと か ら も 、 女 性 が 活躍 で きる 職域 と し て 難し い 面 は 
ある と と ら え られ が ち で ある 。 こ うし た 業種 特性 が 非 製造 業 部 門 も 含め た 女性 
活躍 に か か わる 指標 に 影響 し て きた と 推定 され る 。 し か し な が ら B 社 は 、2015 
年 に 掲げ た 3 つの GSR 長期 目標 の うち 1 つ を 「 ダ イ バ ー シ ティ 」 と 位置 づけ 、 総 
合 職 の 女性 採用 比率 ・ 女 性 従業 具 比 率 ・ 女 性 管理 職 登用 に 関し 、 積 極 的 な 目標 
a GEE RUE JEBOIGZ "ZUG nt) al oO ID 
社 は 以下 ① ひ て ③ の 観点 か ら 、B 社 と の 「 女 性 活躍 に 関す る 目的 対話 」 を 始め た 。 
① 業 種 特性 上 の 難し さ が あ る な か で の 日 社 の 目標 設定 と 取り 組み の 実効 性 に つ 
いて 背景 を 含め 確認 する こと 、② イ ン ベ ス ター・ グ ルー プ Y 社 側が 持つ 「 女 性 
活躍 推進 が B 社 の 経営 課題 克服 に 有効 」 と の 仮説 に 関す る 裏付け を 得る と と も 
に Y 社 と 認識 を 共有 する こと 、③B 社 の 企業 価値 向上 や 業種 と し て の ディ スカ 
ウン ト 解 消 に つなが る 情報 発信 の 工夫 に つい て 議論 する こと 。 


通常 、 経 営 基 盤 に 関す る 対話 は 経営 層 と 行う 場合 が 多い が 、 今回 は 目標 設定 と 
取り 組み の 実効 性 に つい て 背景 を 含め て 確認 する 目的 に 照ら し 、 多 様 な 視点 で 
対話 する た め 、 星 社 側 5 名 (CSR お よび IR 広 報 部 門 )、 イ ン ベ ス ター・ グ ルー プ Y 社 
も アナ リス ト ・ フ ァ ン ド マ ネ ー ジ ャ ー・ 議 決 権 行使 担当 が 参加 する 、 多 人 数 で 
の 対話 を 設定 し た 。 BB 社 側 は 、 職 域 と し て 難し い 面 が ある な か で 積極 的 に 推進 
する 背景 と し て 、 海 外 同業 企業 と の 接点 が 多く 、 女 性 活躍 推進 が イノ ベー ティ 
ブ な 労働 力 創出 に 資す る と いう 考え 方 が 社内 に 浸透 し や すか っ た こと を 挙げ て 
いる 。 そし て 、 そ の 意識 向上 に 資す る 制度 ( 例 若手 従業 員 の 駐在 も 含め た 海外 勤務 積 
極 化 )、 そ の 取り 組み を 円 滑 に 加速 させ る 制度 ( 例 転勤 範囲 限定 等 の 職制 コー ス 転 換 
事由 の 緩和 )、 を 整備 し て いる こと も 確認 で きた 。 こ れ ら に より 、 採 用 面 や 組織 
運営 面 で ポジ ティ ブ な 成果 の 手応え を 得 て お り 、 今 後 の 積 極 的 な 取り 組み 意欲 
も 認識 で きた 。 イ ン ベ ス ター・ グ ルー プ Y 社 か ら は 、 取 り 組 み 内 容 と 意識 の 高 
さ に 比 し て 情報 発信 が 控え 目 に 映る こと 、 取 り 組 み の 成 果 を 示す デー タ の 開示 
要望 、 を 伝え た 。 な お 、 今 回 は 2 度 の 対話 機会 を 持っ た が 、B 社 が 言及 し た 海外 
同業 企業 に つい て 情報 収集 し た うえ で 2 度目 の 対話 を 実施 し た こと で 議論 が 深 
Eis 


B 社 は 、 気 候 変動 対応 や 内 需 停 滞 の 観点 か ら 、 事 業 構造 転換 等 の 経営 課題 を 抱 
える が 、 女 性 活躍 推進 に よる ダイ バー シテ ィ & イ ンク ルー ジョ ン の 風土 形成 、 そ 
し て 優れ た 人 材 の 確保 と 活躍 へ と な っ て 、 経 営 課題 克服 や 発展 的 な 経営 戦略 に 
つなが る こと を 期待 し た い 。 こ の 点 に つい て は 、 経営 層 と の 対話 も 行い た い 。 難 
し い 特 性 が ある な か で 積極 的 に 取り 組む B 社 と は 、 女 性 活躍 推進 に 関し 、 重 層 
的 に 対話 を 継続 し た い 。 





«/n=>o „EO abozzmaa 


イン ベス ター・ グ ルー プ — 
Z 社 に よる 課題 認識 





対話 内 容 ・ 
会 社 コ メン ト 


成果 と 今後 一 


C 社 は TOPIXMid400 に 採用 され る グロ ー バ ル に 事業 展開 を 行う 電気 機器 メー カ 
ー で ある 。 コ ー ポ レー ト ガ パナ ンス の 強化 や 情報 開示 等 も 進ん で お り 、 女 性 社 
員 の 活躍 推進 に も 取り 組ん で いた が 、 女性 取締 役 は 不在 だ っ た 。 イ ン ベ ス ター・ 

グル ー プ Z 社 に お いて は 、C 社 か ら は 女性 取締 役 の 選任 に つい て 事業 特性 上 優 
先 度 が 高い と 判断 され て いな いと いう 印象 を 受け て お り 、 複数 年 に わた る 対話 
活動 の 中 で 、 女 性 を 含む 取締 役 会 の 多様 性 確保 に つい て 継続 的 に 話し 合い を 行 
>6 see 


/ 社 は C 社 の 取締 役 と 、 取 締 役 会 の 多様 性 確保 に 関し て 、2014 年 か ら 継 続 的 に 
対話 を 実施 し て きた 。C 社 は 女性 社員 の 活躍 推進 に つい て 、 キ ャ リア 支援 や 中 
長期 的 な 育成 計画 策定 等 に 対し て 、 積 極 的 に 取り 組ん で いた も の の 、BtoB の 電 
多 り 機 番 メ ー カ ー と いう 事業 特性 や 女性 社員 比率 が 決し て 高い わけ で は な いこ と 
も あり 、 女 性 取締 役 の 選任 に つい て 優先 度 が 高い と 判断 され て いな い 印 象 で あ 
っ た 。 し か し な が ら 、Z 社 が ほぼ 毎年 対話 を 行い 、 女 性 視点 を 含め た 取締 役 会 
の 多様 性 確保 に つい て 継続 的 に 意見 交換 を し て きた 中 で 、 C 社 が Z 社 を 含む 様々 
な 投資 家 の 意 見 を 広く 取り 入れ た こと 等 も あり 、C 社 側 の 取締 役 会 の 多様 性 に 
関す る 認識 変化 が 見 受け られ た 。 直近 の 対話 で は 、 女 性 ・ 国 籍 ・ ス キル 等 の バ 
ラン ス を と っ た 構成 を 確保 し て いき た いと いっ た 回 答 を 得 て お り 、2021 年 6 月 
に 女性 の 社外 取締 役 が 誕生 し た 。 ま た 、 和 社内 に お ける 女性 取締 役 候補 者 の 裾野 
拡充 の た め 、 人 材 育成 プー ルプ ログ ラム を 構築 し て お り 、 女 性 管理 職 目標 を 中 
期 経 営 計画 の KPI と し て 具体 的 に 数 値 目 標 を 策定 し て いる 。 取組 内 容 に つい て 
も 、 女 性 リー ダー 候補 者 ご と の 育成 計画 策定 と 進捗 確認 、 女 性 社員 を 対象 と し 
た キャ リア 開発 や マネ ー ジ ャ ー の 意識 啓発 を 図る 研修 を 行う な ど 、 職 層 に 応じ 
た きめ 細やか な 対応 を 進め て お り 、 中 長期 的 に 継続 的 な 女性 活躍 に つなが る 仕 
組み づく り を 行っ て いる 。 長 年 対話 を 継続 する 中 で 、C 社 の ガバ ナン ス 向 上 に 
対す る 意識 が 進化 し 、 具 体 的 な 目標 策定 と 取り 組み を 進め て いる こと は 、 女 性 
従業 具 比 率 が 決し て 高く は な い 事 業 内 容 か ら 錯 み て も 高く 評価 で きる も の と 考 
えら れる 。 


C 社 は 取締 役 会 の 多様 性 確保 の 観点 か ら 、 女 性 視点 を 確保 し て いき た いと いう 
意思 を 持っ て お り 、 将 来 的 に は 社内 出身 の 女性 取締 役 を 誕生 させ る た め に 、 女 
性 管理 職 比 率 の 向上 、 ひ いて は 新人 社員 の 女性 社員 の 拡 到 等 、 幅 広い 取り 組み 
を 具体 的 な 数 値 目 標 を も っ て 進め て いる 。C 社 の 取組 は 評価 で きる も の で あり 、 
進捗 状況 を フォ ロー し な が ら 、 中 長期 的 に は C 社 の 招 げ る 目標 数 値 の 更 な る 引 
き 上 げ や 制度 の 定着 へ の 取組 な ど に つい て も 対話 を 継続 し て いき た い 。 





EJ EON ALD ood A 


イン ベス ター・ グ ルー プ — 
V 社 に よる 課題 認 計 


対話 内 容 ・ 
会 社 コ メン ト 





成果 と 今後 一 


医療 器具 メー カー の D 社 は 多様 な 人 材 の 活躍 が これ か ら の 持続 的 な 成長 を 遂げ 
る た め に 不可 欠 と 考え 、 仕 事 と 生活 の 両立 を 目指 す サワ ー ク ライ フ ・ イ ン テ グ レ 
a ERIR AS の 22 ニク ラリ 2 リー | シク ラク レン iii の 
で 、 女 性 の 活躍 推進 を 重要 課題 と 位置 づけ て いる 。 し か し 、 未 だ 女性 管理 職 比 
率 や 女性 従業 只 比 率 、 男 性 の 育児 休暇 取得 率 も 低 水準 で ある こと か ら 、2018 年 
DN al aa a a E a 
ョ ン の テー マ で 対話 を 行っ て きた 。2020 年 8 月 時 点 で 管理 職 に 占め る 女性 従業 
員 比 率 は 3.69% で あり 、 正 社員 に 占め る 女性 従業 員 比 率 (5.8%) と 比べ て 低位 で 
ある 。2020 年 度 に お いて は 女性 の 取締 役 が 不在 だ っ た た め 、 エ ン ゲ ー ジ メン ト 
の 実施 と 共に 、V 社 の 議決 権 行使 方 針 に 従い 指名 委員 会 全員 に 反対 を し て いる 。 


D 社 と 対話 の 機会 を 設け た 際 に は 、 ダ イ バ ー シ ティ は すべ て の 企業 に と っ て 重 
要 な 課題 で あり 、 特 に 日 本 で 労働 人 口 が 減っ て いく 中 で 一 番 良 い 人 材 を 採用 す 
る た め に は ダイ バー シテ ィ の ある 会 社 の 方 が 人 材 の 競争 力 が あり 、 数 々 の 研究 
で 示さ れ て いる よう に 、 会 社 の 将来 的 な 業績 に も 好 影 響 を も た ら す 可能 性 が あ 
る と 伝え た 。 そ し て 取締 役 会 及び 会 社 全体 の 多様 性 促進 に つい て の 取り 組み 内 
容 や 今後 の 方 針 に つい て ヒア リン グ を 行っ た 。 女性 取締 役 が 不在 で ある こと と 
女性 管理 職 比 率 が 低い こと に 対し て は 既に V 社 側 で も 課題 認識 し て お り 、 プ ロ 
フェ ッ シ ョ ナル ・ 専 門人 材 及び マネ ジメント 人 材 の 育成 と 登用 に つい て 、 女 性 
管理 職 候 補 者 へ の 計画 的 な 育成 の 強化 、 仕 事 と 生活 の 両立 を 実現 する 環境 の 強 
化 、 そ し て 女性 の 採用 の 強化 に 取り 組ん で いる と の こと で あっ た 。 直近 の 女性 
活躍 推進 法 に 基づく 一 般 事 業 主 行動 計画 で は 女性 管理 職 数 の 増加 、 在 宅 勤務 制 
度 や 育児 休暇 制度 な どの 仕事 と 生活 の 両立 支援 の 充実 、 新 卒 採 用 の 女性 比率 向 
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の し や すさ を 表し 、 会 社 の 働き や すさ ・ カ ルチャ ー を 見 る 上 で 重要 だ と 伝え 、 同 
比率 の 向上 に 向け た 取り 組み も 推奨 し た 。 


D 社 の ダイ バー シテ ィ の 取り 組み は ここ 1 年 で 急速 に 進み 、2021 年 度 総 会 で は 
女性 の 社外 取締 役 を 一 名 招 聴 し た 。 会 社 全体 と し て も 女性 比率 が 向上 し て いる 。 
管理 職 育成 プロ グラ ム 、 管 理 者 へ の メン バー 育成 に 関す る 教育 、 女 性 管理 職 を 
ロー ル モ デ ル と する メン ター 制度 、 キ ャ リア パス を 意識 し た 昇格 時 の 階層 別 研 
修 な どの 管理 職 育 成 の 施策 を 実施 し て いる こと が 奏功 し て いる よう に 見 受け ら 
れ た 。D 社 は 今後 も 女性 の 積極 採用 や 女性 向け キャ リア 支援 な ど を 継続 し 、 取 
り 組 み に つ いて の 開示 の 強化 も 検討 し て いく と の こと で 、 さ ら な る 改善 が み ら 
れる こと を 期待 し た い 。 た だ 、 イ ン ベ ス ター・ グ ルー プ V 社 と し て 女性 の 取締 
役 が 1 名 で 足り る と は 思っ て お ら ず 、 引 き 続 き 取 締 役 会 及び 会 社 全 体 の 多様 性 
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直之 ゲージ メジ ト の ペスト タラ タクティス 


イン ベス ター・ グ ルー フ — 
W 社 に よる 課題 認識 


対話 内 容 ・ 一 
SA 


成果 と 今後 — 


E 社 は TOPIXMid400 に 採用 され る 事務 機器 大 手 企 業 で ある 。 取締 役 会 に お いて 
は 10 名 の うち 1 名 女性 の 社外 取締 役 が 選任 され て いる 。 同社 は ESG に 関し て 従 
前 より 非常 に 積極 的 に 取り 組ん で お り 、1990 年 代 か ら 環境 報告 書 を 発行 、2012 
年 より 統合 報告 書 を 発行 し て お り 積 極 的 な 開示 を 行っ て いる 。 環境 に 関し て は 
各種 グ クロー バル な イニ シア ティ ブ に 初期 段階 か ら 参 加 す る な ど 活 動 が 際立っ て 
いた が 、 社 会 ・ 人 材 面 に つい て の 取り 組み と 企業 価値 と の 関連 性 を より 深く 理 
解 し 、 ダ イ バ ー シ ティ に 関す る 投資 家 の 意見 を 伝え る た め に も 対話 を 行っ た 。 


E 社 は 長年 ESG に に つい て 積極 的 に 取り 組み 開示 を 行っ て きた が 、 近 年 経営 
ッ プ か ら 、 持 続 可 能 な 社会 の 実現 に 向け て 、 事 業 を 通じ た 社会 課題 解決 と 、 そ 
れ を 支え る 経営 基盤 の 強化 に 取り 組む と いう メッ セー ジ が 打ち 出さ れ て いる 。 そ 
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人 事 担当 者 と の 対話 を 実施 。 ダ イ バ ー シ テ 4 に 関す る 取り 組み に つい て は 多様 
な 人 材 の 活躍 推進 、 そ し て 両立 支援 の 働き 方 の 見 直し と いっ た 観点 か ら 様々 な 
社内 の 勉強 会 ・ セ ミナ ー の 実施 や 柔軟 な 勤務 体系 を 実現 する 制度 が 紹介 され た 。 
また 各種 取り 組み の 成果 を 測る 指標 の 一 つと し て 、 男 女 の 勤 続 年 数 が か つて は 
男性 の 方 が 大 きく 女性 を 上 回 っ て いた も の の その ギャ ッ プ は 過去 20 年 間 に お い 
て 徐々 に 縮小 し 2015 年 度 以降 は 女性 が 上 回 る 傾向 も 見 られ る な ど 男 女 同 水準 に 
達し て いる こと 、 有 男女 の 有 有休 取得 人 数 ・ 制 度 利用 率 な ど が 示さ れ 、 企 業 価値 撤 
大 の 観点 か ら ダ イ バ ー シ ティ を 始め と する ESG 課 題 に トッ プ の コミ ッ ト メ ント 
の も と 積極 的 に 取り 組ん で いる こと を 認識 し た 。 EE 社 が 企業 価値 拡大 の た め に 、 
将来 の パイ プラ イン 育成 の 観点 か ら 積 極 的 な 取り 組み を 推進 し 徐々 に 成果 を 挙 
げ て いる こと を 受け 、 イ ン ベ ス ター・ グ ルー プ W 社 は 当時 まだ 最終 的 に 決定 さ 
れ て いな か っ た 30% Club Japan へ の 参加 を 呼び 掛け た 。E 社 と し て は 女性 役員 
比率 や 女性 管理 職 比率 に お ける 絶対 水準 が 現時 点 に お いて 必ず し も 高く な いこ 
と 、 日 本 国内 と グロ ー バ ル 拠 点 の 水準 に ギャ ッ プ が ある こと か ら も 、 最 終 的 な 
peels oe UR Pel Can A a DZZANACWE 
は E 社 の 開示 姿勢 お よび 取り 組み は 高く 評価 され る も の で あり 、 一 層 の 推進 の 
た め に も 参加 企業 と し て 大 変 ふ さわ し いと いう 考え を 伝え た 。 


その 後 30% Club Japan へ の 正式 な 参加 が 決定 され た 。 EE 社 は 現在 事業 ポー ト フ 
ォ リオ の 再 構築 、 組 織 体制 の 刷新 を 実行 し て いる 局面 に ある 。 ダイバー シテ ィ 
を 始め と する ESG 課 題 へ の 取り 組み と 企業 価値 拡大 に 向け た 施策 に は 親和 性 が 
ある と 認識 し て いる 。 今後 も 、W 社 に お いて は 取締 役 会 の ジェ ンダ ー・ ダ イ バ パ 
ー シ テ ィ お よび 各種 パイ プラ イン 育成 計画 を 含む 人 的 資本 に 関す る 戦略 の 進捗 
を 確認 する べく 対話 を 継続 し た い 。 
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取締 役 Co-CAO 社長 室 兼 人 事 部 長 
上 田 彰 子 様 


ソー トリ ー ダ ー シ ッ プイ ベン ト 開 催 


イン ベス ター・ グ ルー プ で は ソー トリ ー ダ ー シ ッ プイ ベン ト の 開催 等 を 通じ 、 


取締 役 会 な ど 重 要 な 意思 決定 機関 に お ける ジェ ンダ ー・ ダ イ バ ー シ ティ の 重要 
性 を 発信 し て いき ます 。 ま た 、 本 誌 に 掲載 し た 女性 取締 役 の イン タビ ュー を シ 
リー ズ 化 し て 展開 し て いく 予定 で す 。 


2021 年 7 月 30 日 
ソー トリ ー ダ ー シ ッ プ ・ サ ブ グ ルー プ の 主催 に より 「 ジ ェ ン ダー・ ダ イ バ ー シ ティ が 企業 価値 向 
上 に どの よう に 貢献 する の か 」 と 題し た ウェ ビ ナ ー を 開催 し まし た 。 








アウ ェ ア ネ ス 向 上 

イン ベス ター・ グ ルー プ で は 様々 な アウ ェ ア ネ ス の 機会 を 通じ て 、 広 く 課 題 
の 共有 を 行い ます 。 様 々 な 機会 を 通じ て 企業 価値 拡大 と ジェ ンダ ー・ ダ イ バ ー 
シテ ィ の 重要 性 を 広く 訴え て いき た いと 考え て いま す 。 


202O 年 11 月 アニ ュ ア ルレ ポー ト 発 行 に 伴う メデ ィ ア 向け 説明 会 を 開催 
2020 年 10 月 の アニ ュ ア ル ・ レ ポー ト の 発行 を 受け 、 メ ディ ア 向 け の オン ライ ン 説 明 会 を 開催 





新 メ ン バ ー の 獲得 

設立 当時 4 社 の み だ っ た イン ベス ター・ グ ルー プ の メン バー は 、2021 年 9 月 時 
点 で 27 も の 運用 会 社 お よび アセ ッ ト ・ オ ー ナ ー へ と 拡大 し まし た 。 イ ン ベ ス タ 
ー・ グ ルー プ の メン バー は P20 を 参照 くだ さい 。 





30% Club Japan イ ン ベ ス ター・ グ ルー プ の 活動 報告 








` re Y 


女性 リー ダー へ の 
イン タビ ュー・ シ リー ズ 





30% Club ソ ー ト リー ダー シッ プ サ ブ グル ー プ は 女性 リー ダー へ の イン タビ ュー を 
今 ま で 6 名 と 実施 し 、 本 年 は 4 名 と の イン タビ ュー を 行い まし た 。 

イン タビ ュー で は 女性 リー ダー の 方 々 に 取締 役 会 

企業 全体 の ダイ バー シテ ィ 推 進 の 課題 と 今後 の 見 通し に つい て お 話し いた だ き 、 
企業 や 将来 の 女性 リー ダー へ の アド バイ ス も いた だ きま し た 。 


== 
WART -HR マネ ー ジ ング ディ レク ター) 
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企業 が 多様 性 を 促し 、 性 別 を 問わ ず 社 員 を 昇進 させ 、 
その ポジ ショ ン で 活躍 させ た い の な ら 、 企 業 全体 が 考え 方 を 
基本 的 な と ころ か ら 変え て いく 必要 が あり ます 。。 


日 本 人 視点 、 グ ロー バル 視点 で みる 取締 役 会 

オア シス ・ マ ネジ メン ト の Nasrine Ghozali 氏 が 東門 パー トナ ー ズ で マネ ー ジ 
ング ディ レク ター を 務め る 東 恵 美子 様 ヘ イン タビ ュー を 行い 、 取 締 役 会 や 投資 
銀行 、 ベ ンチ ャ ー キ ャ ピタ ル 、 企 業 戦略 に 関わ る キャ リア を 通じ て の 経験 や 視 
点 に 関し て 伺い まし た 。 東 様 は メリ ルリ ンチ 在籍 当時 の 300 人 の マネ ー ジ ング 
ディ レク ター の うち の 3 人 の 女性 の 一 人 で 、 これ まで Stentor Inc.、 ZEN Research, 
BUILD, KLA (NASDAQ). Rambus (NYSE)、 武 田 薬品 工業 (東証 、NYSE) お よび サ 
ン ケ ン 電 気 (東証 ) に て 取締 役 を 務め て こら れ ま し た 。 able, Cisco, DSP 
Communications, Hyundai Electronics (Hynics), IBM, KLA-Tencor, Xerox 等 
の 数 々 の M&A に 携わっ た 経験 を お 持ち で す 。 東京 か ら シ リコ ン バ レ ー ま で 、 東 
様 が プロ フェ ッ シ ョ ナル と な る まで 歩 ま れ て きた 軌跡 と 取締 役 を 務め る に 至る 
まで の キャ リア パス を 、 こ れ ま で の 挑戦 、 メ ンタ ー の 存在 、 日 本 の 企業 文化 に 
対す る 見 方 、 そ し て 取締 役 を 志す 人 へ の アド バイ ス 等 を 交え 、 赤 裸 々 に 語っ て 
(jee We LI 
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jell 
Ej EW; 
wee https://30percentclub.org/assets/uploads/UK/Interview_of_Emiko_ 
Gan Higashi_final_J_disclaimer.pdf 





女性 サー ダー へ の イシ ンタ ビュ ョ ュー ジリ ー ス ヌス 








キャ シー 松井 導 コー ルド マン サッ クス 証券 WAR) 


%? オプ ショ ナル で は な く 、 


ウー マ ノ ミ クス と 女性 社員 の 育て 方 

ゴー ルド マン ・ サ ックス ・ ア セッ ト ・ マ ネジ メン ト の CFPris Vilburn 氏 が ゴー 
ルド マン ・ サ ックス 証券 前 副 会 長 の キャ シー 松井 様 に 現在 の 日 本 の 女性 活躍 推 
進 の 状況 や 女性 社員 を 育て る 上 で の ポイ ント 、 そ し て 企業 が な ぜ 多 様 性 を 推進 
し な いと いけ な い の か に つい て の お 考え を 伺い まし た 。 キ ャ シー 松井 様 は 1999 
年 に 「 ウ ー マ ノ ミク ス 」 を 発表 し 、2020 年 に 「 ゴー ルド マン サッ クス 流 女性 
社員 の 育て 方 、 教 えま す 」 の 著書 を 出版 され た 女性 活躍 推進 の リー ダー で も あ 
り ま す 。 昨今 の コロ ナ の 影響 で 主 に 派遣 社員 や 一 般 職 の 方 の 失業 率 が 高い 中 、 テ 
レ ワ ー ク や ぜ や 業務 の デジ タル 化 が 加速 し て いる 事象 を 女性 活躍 推進 の 観点 で どの 
よう に 見 られ て いる か 、 ま た 初期 の り の 「 ウ ー マ ノ ミク ス 」 と 2019 年 に 発表 され た 
「 ウ ー マ ノ ミク ス 5.0」 の 20 年 の 間 に 日 本 に お いて 何 が 進展 し 、 何 が まだ 残る 課 
題 な の か に つい て も お 話し いた だ きま し た 。 


EE [m] @⑱@ イ ンタ ビュ ー 全 文 は こち ら 
a Lz https://30percentclub.org/assets/uploads/UK/final_combined_Vol3.pdf 
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リス ク の 見 方 が 違う と いう こと で す 。。 


ダイ バー シテ ィ と コー ポレ ー ト ガバ ナン ス 

ゴー ルド マン ・ サ ックス ・ ア セッ ト ・ マ ネジ メン ト の Chris Vilburn 氏 が 早稲 
田 大 学 大 学院 経営 管理 研究 科 (ビジ ネス スク ー ル ) 教授 の 川本 裕子 様 と 取締 役 会 
多様 性 と ガバ ナン ス の 関連 性 に つい て ディ スカ ッ シ ョ ン を 行い まし た 。 川本 裕 
子 様 は 東京 銀行 ( 現 三 菱 UFJ 銀 行 ) か ら キ ャ リア を スタ ー ト され 、 マ ッ キ ン ゼ ー 
を 経て 現在 は ソフ トバ ンク グル ー プ を 含む 数 々 の 企業 の 社外 取締 役 も 務め て い 
らっし ゃ いま す 。 取締役 会 に お いて 女性 取締 役 が 一 名 の 時 と 、 女 性 取締 役 が 複 
数 名 いる 際 の 違い や 、 多 様 な 取締 役 が いる こと が コー ポレ ー ト ガバ ナン ス に ど 
の よう に 好 影 響 を も た ら す か に つい て も お 話し いた だ き 、 イ ンタ ビュ ー の 最後 
で は 企業 に 対す る アド バイ ス も 頂戴 し まし た 。 


EEC め イ ンタ ピュー 全文 は こち ら 
https://30percentclub.org/assets/uploads/UK/final_combined_Vol4.pdf 
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Anna Dingleys= armats- 社外 取締 役 ) 


66 私 は 、 日 本 に は 取締 役 候補 に な る 非常 に 有 能 な 女性 が 、 
多数 存在 し て いる と 考え て いま す 9g 


取締 役 会 の ダイ バー シテ ィ に つい て 

ニュ ェ ュー バー ガー・ バ ー マ ン の 岡村 華氏 が 日 本 M&A セン ター の 社外 取締 役 で あ 
る Anna Dingley 様 に イン タビ ュー を 行い 、 同 社 初 の 外国 人 女性 社外 取締 役 と し 
て の 役割 や 、 コ ロナ 褐 に お ける 行動 制限 の 中 で イギリス か ら リ モー ト で 取締 役 
会 に 参加 され た ご 経験 に つい て 伺い まし た 。 同時 に 、Dingley 様 は 他 の 女性 取締 
役 と 共に 取締 役 会 に 限ら すず 会 社 全体 で 女性 活躍 を 推進 し た エピ ソー ド や 、 SR 
日 本 企業 が 優秀 な 女性 社外 取締 役 を 選任 する あたっ て の 具体 的 な アド バイ ス も 
共有 され まし た 。Dingley 様 は 日 欧 の 企業 に 対し て 国際 事業 開発 等 の コン サル テ 
ィング を 手掛け る Japan Connect 社 の 創業 者 で あり 、 現 在 は マネ ー ジ ング ・ デ 
ィ レ クタ ー を 務め て いま す 。 直近 で は 英国 の ジャ パン ・ ソ サエ ティ に お いて 理 
事 を 務め 、 そ れ 以 前 は 東京 の JP モル ガン 証券 株 式 会 社 に て 株 式 部 門 の エグ ゼ ク 
ティ ブ ・ デ ィ レ クタ ー や ロン ドン 証券 取引 所 と 東京 証券 取引 所 に より 共同 設立 
され た 株 式 市 場 Tokyo AIM に お いて 事業 開発 ディ レク ター と し て 従事 され て い 
まし た 。 現在 は 夫 と 幼い 息子 と 共に ロン ドン 近郊 に 住ま れ て いま す 。 


⑱@ イ ンタ ビュ ー 全 文 は こち ら 


https://30percentclub.org/assets/uploads/UK/30__Club_Japan_IG_-_ 
Neuberger_Berman_interview_with_Ms_Anna_Dingley_JPN.pdf 





昨年 の イン タビ ュー は こち ら か ら お 読み いた だ け ま す 


https://30percentclub.org/ 
assets/uploads/UK/final_ 
combined_Voll.pdf 








石倉 洋子 様 AJET 
(Er) (日 本 航空 株 式 会 社 特別 理事 ) 
取締 役 会 の 女性 が 活躍 で きる 

ダイ バー シテ ィ に つい て 会 社 で ある た め に 


https://30percentclub.org/ 
assets/uploads/UK/NEW_ 
final_combined_Vol2.pdf 
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今後 の 計画 


イン ベス ター・ グ ルー プ ベス ト プ ラ クティ ス ・ サ ブ グ ルー プ で は ジェ ンダ 


ー・ ダ イ バ ー シ ティ の 向上 を 通じ て 企業 価値 拡大 に つなが る 活動 を 推進 し て い 
きた いと 考え て いま す 。 


対話 の ツー ルキ ッ ト の 作成 

対話 の ベス ト プ ラ クティ ス を 数 多く 収集 する 中 で 成果 を 産む 、 そ し て 企業 側 ・ 
投資 家 側 双方 に 気づき を も た ら す 効果 的 な 対話 を 実践 する た め の ノ ウ ハ ウ を 共 
有する た め の ツ ー ル キッ ト 作 成 を 検討 し て いま す 。 既に UK 30% Club Investors 
Group に お いて 、 女 性 役員 比率 向上 の た め の よ り 効 果 的 な 対話 の 実践 の た め の 
ツー ルキ ッ ト が 公開 され て いま す 。 


@ UK Investor toolkit for engaging boards on diversity 


IE https://3Opercentclub.org/assets/uploads/UK/Investor_ 
Group/05547-5-COMS-30__Club-international-Investors_ 
toolkit-A4_WEB.PDF 


投資 家 の 考 える ジェ ンダ ー に 関す る 開示 の ベス ト プ ラ クティ ス 
企業 に お ける ジェ ンダ ー・ ダ イ バ ー シ テ ィ に 関す る 情報 開示 に つい て は 様々 
な デー タ 、 様 式 が 各社 に お いて 検討 ・ 実 施さ れ て いま す 。 投資 家 の 視 点 か ら 考 
える ジェ ンダ ー に 関す る 望ま し い 開 示 の 在り 方 に つい て 発信 する こと を 計画 し 
て いま す 。 





今後 の 計画 





いい ご に 


昨年 度 に 続き 、 二 回 目 の イ ン ベ ス ター・ グ ルー プ の レポ ー ト 発行 と な り ま し た 。 ベ スト プラ クティ 
ス サ ブ グル ー プ の 各 メ ン バ ー の ご 尽力 に より 、 対 話 の ベス ト プ ラ クティ ス 事 例 は 昨年 と 同様 に 5 事 
例 を 紹介 させ て いた だ きま し た が 、 こ の 他 に も 多く の 示唆 の ある 対話 が 紹介 され まし た 。 今後 ベス 
ト プ ラ クティ ス に 関す る ツー ルキ ッ ト の 作成 等 を 通じ て より よい 対話 に 努め て いき た いと 考え て い 
ます 。 ま た 、 ソ ー ト リー ダー シッ プ サ ブ グル ー プ に お いて は 女性 取締 役 の イン タビ ュー に 加え 、 ウ 
ェ ビ ナー を 開催 し まし た 。 今後 も イン ベス ター・ グ ルー プ に お いて は 、 イ ン ベ ス トメ ント チェ ー ン 
に お ける ステ ー ク ホル ダー の 皆様 に と っ て 有益 な 活動 を 行っ て いき た いと 思い ます 。 


80% Club Japan イン ベス ター・ グ ループ ペスト プラ ク デ ィ ス ・ サ アグ ルー プー 同 


編集 後記 


30% Club Japan イン ベス ター・ グ ルー プ で は ニ 二 回 目 の ア ニュ アル レポ ー ト 発行 と な り ま し た 。 本 
レポ ー ト で は 昨年 に 引き 続き ボー ド ・ ダ イ バ ー シ ティ に 関す る 対話 の ベス ト プ ラ クティ ス の 事例 を 
掲載 いた し まし た 。 取締 役 会 の 構成 に と ど ま ら ず パ イプ ライ ン の 育成 等 も 含め た 対話 を 展開 し て い 
る こと が お 分 か り い た だ ける と 思い ます 。 イ ン ベ ス ター・ グ ルー プ の 活動 の 幅 は 広がっ て お り 、 女 
性 リー ダー へ の イン タビ ュー を さら に 充実 させ る と と も に 、 ま た ウェ ビ ナ ー の 開催 や 女性 社外 役員 
の 方 と の 意見 交換 会 な ど 多 様 な 方 々 と の 対話 を 行っ て お り ま す 。 今後 の 活動 に つい て 企業 の 皆様 、 投 
資 家 の 皆様 に 様々 な イン プット を いた だ ける と 幸い で す 。 


日 頃 の 活動 、 今 回 の アニ ュ ア ルレ ポー ト に 対し て 多大 な ご 協力 を いた だ いた イン ベス ター・ グ ルー 
プ 各 メン バー の 皆様 に 改め て 御礼 を 申し 上 げ ま す 。 


イン ベス ター・ グ ルー プ Vice Chair 
ベス ト プ ラ クティ ス ・ サ ブ グ ルー プ レポー ティ ング 担当 AAs 


30% Club Japan イン ベス ター・ グ ルー プ 参加 メン バー (2021 年 9 月 現在 5O 音 順 ) 





・ ア セッ トマ ネジ メン ト One ・ ニュー バー ガー・ バ パー マン 

・ イン ベス コ ・ ア セッ ト ・ マ ネジ メン ト a Ae 

"ウエ リン トド ンー マネ ー ジ メン トシ ジャ パン ・ 年 金 積 立 金管 理 運用 独立 行政 法人 (GPIF) 

・MU 投資 顧問 ・ 野村 アセ ッ ト マ ネジ メン ト 

(Ad OAR ee > 月 シ パニ ー ・ ハー ミー ズ ・ イ ン ベ ス トメ ント ・ マ ネジ メン ト 

・ キャ ピタ ル ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ フィ デリ ティ 投信 

ゴー ルド マン サッ クス アセ ッ w ト マネ ジメント ラック グ クツ クツ ャ パン 

・ JP. モ ル ガ ン ・ ア セッ ト ・ マ ネジ メン ト ・ マ ニュ ライ フ ・ イ ン ベ ス トメ ント ・ マ ネジ メン ト 
・ ステ ー ト ・ ス トリ ー ト ・ グ ロー バル ・ ア ドバイ ザー ズ ・ 三井 住友 DS アセ ッ ト マ ネジ メン ト 

・ 第 一 生命 保険 ・ 三井 住友 トラ スト ・ ア セッ トマ ネジ メン ト 

・ 大 和 ア セッ トマ ネジ メン ト ・ 三菱 UFJ 信託 銀行 

e PATET EYE A ee ・ りそな アセ ッ ト マ ネジ メン ト 

・ 日興 アセ ッ ト マ ネジ メン ト "リー カル アン ドッ ツェ キネ ラ ルイ イン ペスト メン トド 
* ニッ セイ アセ ッ ト マ ネジ メン ト マネ ジメント ジャ パシ 

Contact 

30% ク ラブ ジャ パン ウェ ブサ イト 30% ク ラブ ジャ パン ツイ ッ タ ー ア カウ ント 
https://30percentclub.org/about/chapters/japan @⑥30percentclubJ1 


イン ベス ター・ グ ルー プ contact information 


当 レ ポー ト 及 び ベ スト プラ クティ ス に つい て 女性 社外 取締 役 へ の イン タビ ュー、 
minoru.b.matsubara@resona-am.co.jp ソー トリ ー ダ ー シ ッ プ 、 その 他 
hara kyouko@smtemip イィ ン ベス ター・ グ ルー プ 全 般 に つい て 


kaoru.kobu@invesco.com a 
Mayu.k.Nishimura©gs.com 


写真 提供 : イン ベス コ (P6、 P14) 


